
























The Exchange of Classical Chinese Poetry Between Kusakabe Meikaku 
and Sugi Chōu : Composing Poems in Praise of Crown Prince Yoshihito’s
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、近くは佐和山の城址より遠くは湖北の連
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山を御展望
0 0 0 0 0
」（傍点内田）という記述があったのだった6）。親王「御展望」の後に詠ぜられたそ
の詩。
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　現代語に訳す必要が殆どないほど、平易明快、純粋無垢な御作と言える。第一句に「登高」の
語を用いているのは、親王が城山を登られた日が10月８日で、旧暦に直すと９月６日、重陽節の
三日前であるからであろう。重陽節は旧暦の９月９日に頭に朱萸の実を挿して小高い丘や山に登
り（登高）、菊酒を飲んで無病息災を祈る古代中国の行事。この詩では特に後半四句に親王の率
直な感懐が表現されているように思われる。「清風」が吹き「塵埃」が無く、あちこち歩きまわ
7
内　　田　　誠　　一
って立ち去りがたいこの彦根の城山の地は、まことにすばらしい景勝の地である、と大絶賛され
ている。井伊直忠は後にこの漢詩を知ることとなったであろうが、さぞかし感激したであろうこ
とは疑いない。
 　親王が城山迎春館から琵琶湖
を眺められてこのような御詩を
お作りになったという話が、鳴
鶴から聴雨に伝えられていた可
能性が高いであろう。
　そうであればなおさら、この 
　「望湖」詩を御染筆いただき
扁額に仕立てて迎春館の御座所
（図６）に奉掲したらよいので
はないか、と聴雨が考えたに違
いない。
　しかし、残念ながら東宮の染
筆下賜の願いは、結局実現しな
かったようである。聴雨は東宮に願い出る機会を得られなかったのかもしれない。あるいは、次
韻詩後半の二句は、聴雨の単なる夢想に過ぎなかったのであろうか。
五、結　　　　　語
　杉聴雨の日下部鳴鶴宛毛筆書簡の末尾に付された聴雨の次韻詩を本論執筆の起点として、まず
その原詩をつきとめ、そして両者の詩の内容を分析・比較し、さらに詩の背景にある東宮の彦根
城行啓および東宮御作の五言古詩「望湖」の存在とあわせて考察してみた。
　世俗的立場や階層は異なるものの、明治を代表する文人官僚と職業書法家との詩文を介した文
雅な交流は寔に好ましく、そして麗しく感ぜられる。次韻詩が添えられた聴雨の書簡と今に残る
鳴鶴の原詩。それは、漢詩・漢文が知識人の交流の普遍的なツールであった明治時代における、
二人の文人の文化的・文学的な所為とその高雅な薫香を今に伝える遺品と言えよう。
注
１． 　この書は「京都・崇叡堂文庫展―日本の宮廷と漢詩文」（観峰館・2017年開催）に出陳され、同展図
録の45頁に掲載されている。同展は、102年ぶりに一般公開された「光格天皇宸翰尺牘」（福井崇蘭館旧
蔵）で話題を呼び、読売・毎日・京都・報知の計４紙で大きく報道された。同展図録には、元号選定委
員の一人である石川忠久博士の序文が掲げられている。
２． 　竣功時期に関しては異説もある。宮田思洋（常蔵）『彦根史話』（彦根史話刊行会、1956年）の中の
「二三　廻遊式庭園の粋八景亭主」と題された文章では「槻御庭に一年おくれて延宝八年（1670）に竣
功したのが槻御庭である」としている。槻御庭（楽々園）と槻御庭（八景亭）のそれぞれの完成時期に
一年の差があったという説である。ただ、この説の論拠となる資料名については、言及されていない。
３． 　朝日新聞デジタル（2017年10月３日、彦根支局大野宏記者執筆）。
４． 　書簡では、「麝」の字の下の「香」の字に圏点が付けられて、その右に「墨」の字が書かれている。
即ち「麝墨」が正しい。「麝墨」は、第三節で述べているが、香のよい墨のこと。原義は「麝香（雄の
図６　 絵葉書「近江彦根城山迎春館内　今上天皇御座所」（大正時
代）。即ち、明治43年の東宮行啓の折の御座所である。
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日下部鳴鶴と杉聴雨の漢詩の応酬
麝香鹿から採る高価な動物性香料）」のような素晴らしい香を放つ墨。聴雨は「麝墨」の「麝」の字を
書いた際に、脳裡では「麝香」をイメージしていたため、思わず誤って次の文字を「香」と書いたので
あろう。
５． 　井上円了『井上円了選集第14巻』（井上円了記念学術センター、1998年）に収載される『南船北馬集』
の「滋賀県巡講第一回（湖東）日誌」に次のようにある。
　　　　 城頭の迎春館は皇太子殿下を迎へ奉らんとて天下の良材を集め、僅に一ヶ月間にて造成したりと雖
も、清美を尽くしたる新館なり、其建築費十六万円、井伊家より支出す、因て人皆殿様工事と称
す、望中の所吟一首あり、  
湖上看疑対画屏、四山雪満水逾青、迎春館外更相望、天地風光自作庭
　　　また、『彦根案内』（彦根産業同志会、1917年）の「迎春館」の項には、次のように解説されている。  
　　　　 城山の西の丸にあり、東宮殿下の行在所に宛つる為め明治四十三年九月工を起し弐拾万円の工費と
数百人の名匠を以て僅か二十六日間に竣成せしめたるものにして手中宮内省技手の設計に係り其用
材建築法地方に其比を見ず、四十三年及び四十五年の両度行啓を迎へ奉り…
６． 　『大正天皇実録　補訂版第三』（ゆまに書房、2018年）の211ページに次のようにある。
　　　　 八日は午前八時二十五分御出門、…（中略）…長浜停車場にて汽車に御搭乗、十一字五十二分彦根
停車場に著かせられ、直ちに彦根城址に行啓、徒歩城山に御登臨あり、近くは佐和山の城址より遠
くは湖北の連山を御展望、伯爵井伊直忠・海軍中将男爵三須宗太郎以下諸員に謁を賜ひ、便殿に陳
列の武具・古文書等を御覧の後、観音台址・鐘丸址等を御一巡あり。
　　 　なお、もう一首「琵琶湖」と題された七言絶句を作られているが、この詩は同じく明治43年の滋賀行
啓の折の御作であるが、唐崎での御詠とされている。
鳴　　　　　謝
　杉聴雨毛筆書簡の翻刻に関しては、塩村耕先生の指正をかたじけなくした。ここに厚く御礼申
し上げる。
〔2019.　9.　26　受理〕
コントリビューター：富永　一登　教授（日本文学科）
9

